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川瀬 美奈子 —— 

さう いふ 署名の 手紙が 久 保に、 はじめて 寄せられた 

の は、 三年 も 前の ことで ある。 久保 は、 手紙 を 書く の 

が 不得手だった ので、 まったく 返事 を 出した こと はな 

かった が (それに、 何時ので も それ は 返事 を 必要と す 

る 手紙ではなかった からで も あるが —— 。) 必ず 一 ト 

月のう ちに は 一 二度 宛、 自分の 消息 やら 久 保の 作品に 

寄 せる 好意の 言葉な ど を 誌して よこす のが 常だった。 

久保は アバ ー トに 住む 若い 生真面目な 洋画家で ある。 



が 誌され てゐ るの を久保 は、 読んで 微かに 胸 を 震 はせ 

た。 

「今日 も 妾 は 会場に 行って、 あなたの 作品の 前に 一時 

間 も 立ち 尽 しました。 今日は 三度 目の 見物です。 

斯んな 大胆な 自惚れみ たいな こと を 云 ふの をお 嗤ひ下 

さい。 です が、 妾 は (階段) の 画面 を 斯うして 凝つ と 

眺めて ゐ ますと、 何故 だか —— 」 

「階段」 とい ふの は久 保の 今年の 制作の 命題で ある。 

白い 階段の 中程に 一人の 裸婦が、 凝ッと 正面 を 向いて 

た、 ずむ でゐる 一 見 平凡な 構図で あるが、 陰影 を 持た 

ぬ久 保の 新手 法が 機械的 構成 美の 上で 目醒 しい 進境 を 



そして 彼 は 腕時計 を 見直した。 

省線 電車の お茶の水 駅で ある。 美奈 子の 家 は舂岐 坂 

の 近くであった。 彼女 は 一週に 二度 宛 午後 一時 前後に 

この 駅から 電車に 乗って ピアノの 稽古に 通って ゐる I 

I もう 大分 前に そのこと を美奈 子の 手紙で 知った 久保 

は、 屢々 此処に 来て 彼女 を 待ち 合せて、 秘かに 傍見し 

てゐ るので あった。 制作に とり か、 つてから も、 続け 

てゐ た。 そして、 彼 は、 架空 的な つもりで 一人の 女性 

を 描いた ので あつたが、 やはり、 美奈子 自身にまで も、 

それが 彼女に 似て ゐ ると 解る ほどであった か？ 彼 は 

幻の 女性 を 描いた つもりであった から、 自身で すら、 



それが 美奈 子に 似て 出来 上った など ゝ は 決して 思 ひも 

しなかった が …… 。 

「さう です、 あれ は、 あなたの 映像です、 私 は 夢で あ 

なた を 描いた のです ご 

久保 は、 今日 美奈 子に 出 遇ったら、 臆せず 斯う 云つ 

て やらう と 決心した ので ある。 そして、 今迄 も 人知れ 

ず、 此処に 来て、 あなたの 姿 を 眺めて ゐた。 —— 等々 

のこと も 悉く 告白し ようと 思 ひきった。 

駅前で 車を棄 てると 久保 は、 いつもの やうに 東 中 野 

までの 切符 を 買って (美 奈子も 其処で 降りる の だ。) プ 

ラッ トホ— ムに 入って ゐた。 



ゐる らしく、 正面 を 向く 時、 久保 は、 はっきり とその 

容貌 を 見ながら、 沁々 と 眩いだ。 

「さう 云 はれて 見れば、 たしかに あの人 物の 容貌 は 美 

奈 子であった！」 

画 中の 人物が 裸婦で ある ことな どに 拘泥 もしないで、 

あ、 云って 寄こした 彼女 を 見る と、 久保は はじめから 

美 奈子を はっきりと 対象に して か、 つたの だったなら 

ば 到底 裸婦の 姿に は 描け なかった らう —— と 思った。 

何時も は 新 宿まで 来る と 下車して しま ふので あった 

が、 いよ/ \ 東 中 野まで 来て しまった。 

美奈子 は譜本 をと ぢて、 落着いた 脚 どり で 降りた つ 



「失礼しました。 飛んだ 人 違 ひ をし ました ご 

と 云 ひ 終る がいな や、 後 も 振り向かず 元の 道 を 小 走 

りに 龃け 戻った。 —— 何とい ふ 軽卒な 真似 をして しま 

つたこと だら う、 あ、！ 若しかすると、 あの 娘は此 

方 を 不良 青年と 間違へ て (当然 だ！) 交番に 電話 を掛 

ける かも 知れない —— 久保 は、 後悔と 同時に そんな こ 

と を 思 ふと、 怖れと 恥の ために 脳貧血の 発作で も 起り 

さうな 危惧 を 覚えた。 そして、 万 一 、 そんな 場合に 立 

ち 至ったら、 何ん な 弁明 をしたら 好から うか？ な 

ど、、 とても 小心に 気 を 揉みながら 夢中で 駅まで 引き 

返した。 



五 

久 保が、 そんな 思 ひで、 堪らなく 憂鬱に なって、 首 

垂れながら 駅の 入口に さし か、 ると、 

「もし/ \ ！」 

と 呼び止められた。 

久保 は、 飛び あがる ほど 仰天した。 —— 振り返って 

見る と、 さっきの 娘が 豊かな 微笑 を湛 へて、 

「今 は、 ほんとうに 失礼しました わ。 随分 驚きに なつ 

たでせ う！」 



ひかけ て 来たの よ。 でも、 あなた は、 夢中で 龃 ける ほ 

どの 速さで、 あたしが、 幾度 もく 途中で、 もし/ \！ 

もしく！ とお 呼びしても、 何う しても 振り返って 

下さらな いぢゃありません か。 妾、 困って しまって、 

とうく 此処まで 追 ひかけ て 来て しまった わ —— 」 

「それ は、 何う も 」 

久保 は、 安心 だか、 何だか、 わけの わからぬ 激しい 

目眩 ひ を 感じて、 今にも 倒れて しま ひさう であった。 

「喫茶店で もないで せう か、 この 近くに —— ？」 

「妾、 お茶なん て 欲しくありません わ。 —— 歩き ませ 

ん？」 



「 …… (階段) の 人物 は、 あなたの 想像 通り、 あれ は 

あなたの —— 僕に 映った 映像でした。 僕 は 無意識に あ 

れを 描きました。 今日、 あなたの 手紙 を 見て 僕 は、 吾 

ながら はじめて 気づいた わけです。 あなたの 映像 は そ 

れ ほど 深く 僕の 胸底に 沁み 込んで ゐ たわけです。 でも 

僕 は、 眼 近くお 目に か、 るの は 今日が はじめて y す。 

斯うして、 お 目に か、 つて 見る と、 あの 画 中の 人物 は 

一層 あなたに 似て ゐ ると いふ ことが、 僕 自身に はっき 

リ 解って 来る のです。 不思議で なりません。 架空の つ 

もりで 描いた ものが、 それほどの 結果に なって ゐ たこ 

と を 思 ふと 僕 は 或る 運命 感 さへ 抱きた くなります ご 



と、 さりげなく そんな こと を 云って 笑った が、 内心、 

彼女に 溢る ゝ ばかりの 感謝 を覚 へて ゐた。 何故、 彼女 

が —— 誰の ために、 これ を 此処に 残して 行った か。 I 

I その美 奈 子の 心 持が 久 保に は、 はっきりと 相 像 出来 

るので あった。 

「美奈 子 夫人の 像」 と 題して は ある もの、、 それ は、 

久 保が、 はじめて 彼女に 遇った 頃の まゝの 姿の 美奈子 

が、 ソファに 凭って 楽譜 を 読ん でゐる 構図であった。 

久保 は、 自分の 部屋に 懸けて ある 「階段」 の 画面と、 

この 肖像画と を、 思 ひ 合せて、 自分の 心に 残って ゐる 

ま、 の、 いろいろな 美奈子 を、 新しい ま、 に 回想す る 



ことの 出来る 満足に 浸った。 

どこまで 昇って 行っても 限り もな く 続いて ゐる 階段 

を、 美奈 子の 腕 をと つて 嬉々 としながら 昇って 行く I 

I そんな 夢 を、 久保は 或 朝 アバ ー トの 寝台で 見て、 不 

図 眼を醒 すと 美奈 子からの 手紙が 目についた。 それに 

は、 彼女の 夫君が、 久 保の 「階段」 を 欲しがって ゐる 

から 是非とも 譲リ享 けたい 云々 とい ふこと が、 至極 簡 

単に 記されて あった。 そして 里に 残して 来た 方 も、 あ 

の 時 は あなたと 争って 奪った もの、、 つい 忘れて 来て 

しまったから、 それと 一緒に 送る よう 手配して 欲しい. 

屹度 今と なれば その 方 を あなた は 望む に 違 ひなから う 
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